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宮本アヤ子 さん

「鍬入れ」を行う古木町長

ま
ち
の
話
題

国
体
に
向
け
花
苗
の
植
え
替
え
作
業 

ー
国
体
花
い
っ
ぱ
い
運
動
ー

ま
ち
の
話
題

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会
並
び
に
研
修
会

　

７
月
７
日
、
和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議

会
（
古
木
哲
夫
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
た
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。」
と
副
会
長
で
あ
る
河
村

教
育
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
平
成
22
年
度
事

業
報
告
並
び
に
決
算
、平
成
23
年
度
予
算
案
、

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
山
口
県
立
大
学
国

際
推
進
室
室
長
　

シ
ャ
ル
コ
フ
・
ロ
バ
ー
ト

教
授
に
よ
る
「
緑
の
風
薫
る
文
化
の
ま
ち
和

木
町
」
の
文
化
力
〜
郷
に
入
っ
て
は
・
・
・

〜
の
講
演
が
行
わ
れ
、
来
日
し
て
か
ら
の
実

体
験
に
基
づ
く
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
研
修
を

通
じ
て
、
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

婦
人
会
ふ
れ
あ
い
親
睦
会

　

６
月
26
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
婦
人
会

（
西
田
敏
子
会
長
）
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
親

睦
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
講
師
に
山
口
県
自
然
体
験
活

動
研
究
会
理
事
の
手
嶋
泰
寛
先
生
を
招
き
、

簡
単
な
頭
の
体
操
か
ら
全
身
運
動
ま
で
様
々

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

古
木
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々

も
交
え
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら

爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
心
も
身
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
３
階
集
会
室
で
、「
平
成
23
年
度
第
１
回

和
木
町
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
」
が
開

催
さ
れ
、
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
72
名
（
７

月
13
日
現
在
登
録
者
数
１
２
１
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
今
年
の
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

く
に
き
よ
園
芸
の
國
清
勲
さ
ん
に
よ
る
「
サ

ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
育
て
方
」
の

講
習
が
行
わ
れ
、
セ
ル
苗
を
ポ
ッ
ト
に
植
え

る
方
法
、
土
づ
く
り
や
追
肥
の
方
法
、
プ
ラ

ン
タ
ー
で
の
花
の
育
て
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
た
ち
が
花
を
育

て
て
い
く
上
で
の
注
意
事
項
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、
図
書
館
入
口
前
の
テ
ラ

ス
に
移
動
し
、
約
２
，
６
０
０
個
の
サ
ル

ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
セ
ル
苗
を
、

参
加
者
全
員
で
ポ
リ
ポ
ッ
ト
へ
植
え
換
え

す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
は
と
て
も
熱
心
で
、
用
意

さ
れ
た
セ
ル
苗
は
あ
っ
と
い
う
間
に
植
え

換
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
ご
家
庭
で
育
て
ら

れ
る
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

暑
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
育
て
ら

れ
た
花
は
、
10
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
和
木
町
銃
剣
道
競
技
大
会
」
前
の
10
月

初
旬
に
、
和
木
駅
や
競
技
会
場
周
辺
、
あ

け
ぼ
の
橋
か
ら
中
学
校
体
育
館
ま
で
の
道

路
沿
い
な
ど
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
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宮本アヤ子 さん

「鍬入れ」を行う古木町長

ま
ち
の
話
題

広
島
交
響
楽
団 

〜
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　

７
月
３
日
、
文
化
会
館
で
「
広
島
交
響
楽

団
〜
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

指
揮
者
に
川
瀬 

賢
太
郎
さ
ん
を
迎
え
、

約
50
名
の
団
員
の
も
と
で
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

の｢

運
命｣

や
、
バ
ッ
ハ
の｢

Ｇ
線
上
の
ア
リ

ア｣

な
ど
、
誰
も
が
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
名

曲
を
、
指
揮
者
の
曲
に
対
し
て
の
解
説
を
交

え
２
時
間
に
わ
た
っ
て
演
奏
し
、
約
３
０
０

名
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
の
演
奏
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
や
、
町

で
開
催
す
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
と
の
こ
と
も

あ
っ
て
、
早
く
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が

か
か
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

和
木
町
と
岩
国
市
、
生
改
連
同
士
交
流
を
深
め
る

　

７
月
11
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
和
木

町
生
改
連
と
岩
国
市
生
改
連
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
、
林
業
研
究
会
の

明
本
会
長
の
指
導
の
も
と
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

で
や
ま
も
も
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
今
年

は
裏
年
で
実
が
少
な
い
も
の
の
参
加
者
は
収

穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、
商

工
会
が
開
発
し
た
「
瀬
戸
の
黒
麺
」
の
試
食

が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
「
お
い
し

い
」
と
の
声
が
あ
り
、
お
土
産
に
と
購
入
さ

れ
る
方
も
多
く
、好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
和
木
町
生
改
連
会
員
の
指

導
の
も
と
で
、
午
前
中
に
収
穫
し
た
や
ま
も

も
で
ジ
ャ
ム
作
り
が
行
わ
れ
、
甘
酸
っ
ぱ
い

風
味
の
ジ
ャ
ム
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

疫
神
社　

厄
祓
い
祭
礼

　

７
月
３
日
、関
ヶ
浜
地
区
の
疫
神
社
で「
厄

祓
い
祭
礼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
、
約
３
５
０
年
前
に
同
地
区

で
疫
病
が
流
行
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始

ま
り
、
今
な
お
続
い
て
い
る
伝
統
行
事
（
町

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
で
す
。

　

疫
病
を
退
散
し
た
故
事
に
な
ら
っ
て
、
藁

で
作
っ
た
大
蛇
を
御
神
木
で
あ
る
タ
ブ
の
木

に
巻
き
付
け
、
神
社
で
お
祓
い
を
し
た
後
、

当
屋
が
榊
や
獅
子
頭
を
手
に
同
地
区
の
各
世

帯
を
回
り
、
厄
祓
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

町
内
各
地
で
出
前
公
聴
会

　

７
月
１
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
町
内
12

ヵ
所
で
、
出
前
公
聴
会
を
開
催
し
、
大
変
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
会
で
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
貴
重

な
ご
意
見
等
は
、
今
後
の
町
政
へ
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ジャム作りの指導をする西﨑会長
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①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をし
てください。

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

事業の対象となる方

申請が必要です

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

住宅用火災警報器はあなたと家族の命を
守るためのものです。

　住宅用火災警報器の無償貸与事業（岩国飛行場〔米軍基地〕関連再編関連特別事業

〔国からの交付金事業〕）を延長し、９月末まで申請受付します。設置がお済みでな

い方は、申請をお急ぎください。

※無償貸与事業による警報器の設置をされない場合は、各個人で設置していただくこ

ととなります！

無償貸与事業延長のお知らせ

ぜひこの機会を利用して設置しましょう。
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７
月
前
半
の
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。「
ミ
ニ
バ
ス
」
と
「
外
・

昔
あ
そ
び
【
里
山
】」
で
す
。【
里
山
】

は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
稲
の
栽
培
で
し
た
。

　

７
月
11
日
、
和
木
駐
在
所
警
察
官
１
名

と
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
教
委
職
員
２
名

の
計
３
名
が
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に

基
づ
き
、
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
の
有
害
図

書
の
陳
列
状
況
な
ど
に
つ
い
て
立
ち
入
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
店
舗
に
お
け
る
有
害
図
書
の
陳
列

状
況
等
は
、
良
好
な
状
況
で
し
た
。

　

７
月
９
日
・
10
日
に
和
木
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
で
は
、

小
学
校
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
光
青

年
の
家
で
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
写
真
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
学
校
や
地
域
で
発

揮
し
て
いって
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

飯ごう炊飯とカレー作りひとあし早い海開き

この応援メッセージ作りはやまぐち県民活動きらめき財団の助成金を利用しています。

カヌー体験
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貴志祐介著
新堂冬樹著
夢枕獏著
今野敏著
京極夏彦著
重松清著

金原ひとみ著
志水辰夫著

よしもとばなな著
酒井順子著
服部真澄著
堂場瞬一著
真山仁著
花村萬月著

ジェイムズ・エルロイ著　田村義進訳

高畠那生作・絵

こみやゆう作　みやのさとこ絵
いとうひろし作・絵
たしろちさと作・絵

スージー・ムーア作　ロージーリーヴ絵　木坂涼訳
吉野万理子作　宮尾和孝絵

市川里美作・絵
ピーター・ベントリー文

　ヘレン・オクセンバリー絵　灰島かり訳
中川ひろたか文　長谷川義史絵

令丈ヒロ子作　宮尾和孝絵
富安陽子　大島妙子絵
今森光彦写真・文

乙武洋匡作　下平けーすけ絵
真鍋真監修

　
中島義道著　若泉さな絵

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜一般書＞
『鍵のかかった部屋』
『アキバの帝王』
『大江戸釣客伝　上・下』
『化合』
『虚言少年』
『ポニーテール』
『マザーズ』
『夜去り川』
『ジュージュー』
『昔は、よかった？』
『天の方舟』
『共鳴』
『コラプティオ』
『アイドルワイド！』
『アンダーワールドUSA　上・下』

＜児童書・絵本＞
『あるひ　こねこね』
『あいちゃんのワンピース』

『おさるの　かわ』
『がたぴしくん』
『わたし、まだねむたくないの！』

『チームみらい』
『じゃがいもアイスクリーム？』
『おうさまジャックとドラゴン』

『8月 6日のこと』
『パンプキン！模擬原爆の夏』

『やまんばあかちゃん』
『世界のカブトムシ』
『オトタケ先生の３つの授業』

『恐竜博物館』
『さよなら、ドラエモンー子どものためのテツガク
教室』

8月の休館日

6
13

1
8
15 20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26 27

28 29 30 31

7
14

22 23 24 2521
17

5

日　時　８月20日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館
　　　　　（☎５４－０２２２）

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ
読書感想文・感想画の課題図書

夏休みの自由研究のための参考図書

夏休み中に読んで～オススメの本～
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栄
養
士

栄
養
士

？

総合健診結果のお返し総合健診結果のお返し
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「
節
電
」。
今
夏
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
部
屋
の
電
気
を
こ
ま
め
に
消

す
、冷
蔵
庫
の
設
定
を
強
か
ら
弱
に
変
え
る
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
電
気
と
の
付
き

合
い
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

年
々
気
温
が
上
が
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
の
時

期
は
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
暑
さ

で
す
。
節
電
を
全
国
的
に
う
た
っ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
空
調
機
器
の
使
用
を
必
要
以
上

に
我
慢
し
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は

ご
存
知
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
熱
中
症
が
室
内
で
も
多
く
起
き
て
い

る
た
め
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
熱
中
症
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

か
ら
だ
で
は
熱
が
常
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
体
温
が
あ
が
る
と
、
汗
を
出
し
た
り
皮

膚
に
血
液
を
集
め
て
熱
を
に
が
そ
う
と
す
る

働
き
に
な
り
ま
す
。
通
常
は
こ
の
よ
う
に
体

温
を
調
整
す
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
が
、

熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
環
境
や
体
調
不
良

に
よ
り
体
温
調
節
が
で
き
ず
、
体
の
な
か
に

熱
が
こ
も
り
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。具
体
的
に
は
、気
温
・
湿
度
が
高
い
場
所
、

風
通
し
が
悪
い
場
所
、日
差
し
が
強
い
場
所
、

普
段
か
ら
運
動
な
ど
で
汗
を
か
く
習
慣
が
な

い
、
な
ど
で
す
。
風
が
か
ら
だ
に
あ
た
る
と

　山口県では不妊治療を受けているご夫
婦の経済的な負担を軽減するため、不妊
治療の一部を助成しています。平成２３
年度から、新たに人工授精費用への助成
を行っています。また、特定不妊治療費
助成の申請は年２回までですが、申請１
年度目に限り３回まで可能になりまし
た。（通算５年：通算１０回の申請は変
わりません。）

＜人工授精費助成＞
対象となる治療　人工授精（医療保険適用外）
対象者　
・県内に住所を有する法律上の夫婦
・夫婦合算所得額が７３０万円未満の夫婦
助成の内容　人工授精費用について、１年度あ
たり３万円まで、通算２年間助成
問合せ　山口県岩国健康福祉センター
　　　　健康増進課　地域保健班
　　　　（☎２９－１５２３）
※山口県ホームページ（http://www.pref.yama-
　guchi.lg.jp/）でも申請書のダウンロード等
ができます。

　母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認してみましょ
う。受け忘れている予防接種がある場合はお子さんの体調
が良い時に早めに医療機関で受けられることをお勧めしま
す。なお、ポリオについては春と秋に保健相談センターに
て集団接種で行います。
　また、各学年時に接種が必要な二種混合予防接種や麻し
ん風しん予防接種（第２・３・４期）は受けましたか？実施
期間は今年度末までですが、少しでも早く免疫を獲得し、
お子さんと町の健康づくり、感染症予防のために、夏期休
暇を利用して９月までに受けられることをお勧めします。
期間を過ぎた場合、有料になりますのでご注意ください。

体
感
温
度
が
下
が
る
の
で
、
節
電
を
考
え
な

が
ら
室
内
で
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

や
は
り
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
の
併
用
が
お
す

す
め
で
す
。
冷
た
い
空
気
は
下
の
ほ
う
に
た

ま
る
性
質
が
あ
る
の
で
、
エ
ア
コ
ン
の
冷
風

が
届
く
位
置
で
扇
風
機
を
作
動
さ
せ
る
と
、

空
気
が
循
環
し
効
率
よ
く
部
屋
全
体
を
涼
し

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

夏
場
は
い
つ
も
以
上
に
か
ら
だ
か
ら
水
分

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
入
浴
前
後
と
就
寝

前
に
お
茶
や
水
を
、

た
く
さ
ん
汗
を
か
い

た
あ
と
は
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
を
飲
む
な
ど
い

つ
も
よ
り
こ
ま
め
な

水
分
摂
取
を
こ
こ
ろ

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　６月下旬に実施した総合健診の結果
は、７月２５日から２８日までの健診
結果相談会でお返ししました。結果に
より医療機関を受診するように勧めら
れた方は、早めに受診してください。
特定保健指導のご案内が届いた方は、
利用について保健相談センターへご連
絡ください。健診結果相談会に参加さ
れなかった方に、今月から保健師の訪
問等で結果をお届けします。

総合健診結果のお返し

熱
中
症

山口県不妊治療費助成制度 受け忘れている
予防接種はありませんか　？

平成２３年度各学年時に接種が必要な予防接種の対象者

二 種 混 合 小学６年生
（平成１１年４月２日～平成１２年４月１日生まれ）

麻しん風しん
（第２期）

年長児
（平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれ）

麻しん風しん
（第３期）

中学１年生
（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生まれ）

麻しん風しん
（第４期）

高校３年生
（平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ）

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）



おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

ⓐ

ⓐ

●作り方
①下準備
アスパラ…根元の固い部分を取り除き、３㎝程度の

ななめ切りにしてゆでる。
ミニトマト…半分に切る。
ツナ…油をきっておく。
②和える
ボウルにⓐを入れ、混ぜ合わせる。①を加えて和
え、器に盛ってかつおぶしをかける。

（１人分エネルギー６４キロカロリー）

歯ごたえがあり、食感のよいアスパラ料理です。
（和木町食生活改善推進協議会　２班）

グリーンアスパラ……100g
ミニトマト……………40g
ツナ……………………50g
マヨネーズ………大さじ2
しょうゆ………大さじ1/2
わさび…………小さじ1/4
かつおぶし…………1パック

グリーンアスパラの洋風わさび和え（材料４人分）

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）
プレイルーム
健康相談

1歳6ヵ月児健診
3歳児健診
プレイルーム

すくすく計測相談会
元気アップ教室★
プレイルーム
健康相談
健康相談

妊婦さんのつどい★
プレイルーム

元気アップ教室★
ポリオ

10：00～15：00
9：30～10：30

12：45～13：00

10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～11：30
10：00～15：00
9：30～10：30
9：30～10：30
10：00～11：30
10：00～15：00
9：30～11：30
13：30～14：20

保健相談センター
体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

8月 18 日㈭
19 日㈮

24 日㈬

25 日㈭

26 日㈮
9月   1 日㈭

5日㈪
7日㈬

8日㈭

9日㈮
14 日㈬

4.6

　★は申込みが必要です。

　１才から２才になると生活習慣（食事・排泄・
睡眠・着脱・清潔）を身につける練習の期間です。
　未熟な子どもたちに親はつい手を出したくなり
ますが、やたらと手を出しすぎると子どもの主体
性をつぶしてしまい、自分らしさがなくなってし
まいます。子どもの湧き出す自立の力を尊重しま
しょう。（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～

乳幼児とその保護者の方
一般の方

平成22年1月～2月生まれ
平成20年7月～8月生まれ
乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

妊婦とその家族
乳幼児とその保護者の方

一般の方
平成16年3月15日～平成23年6月14日生まれ

元気アップ教室
●ヨガ
日　時　８月２６日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『ヨガの基本』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・お茶
申込み　８月２４日㈬まで

●ピラティス
日　時　９月９日㈮　９時３０分～１１時３０分
内　容　『ピラティス』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・お茶
申込み　９月７日㈬まで

会場・問合せ　保健相談センター
（☎５２－７２９０）

「子どもの思いに寄りそって」
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期
　
日
▼
６
月
17
日
〜
19
日

場
　
所
▼
岡
山
県
玉
野
市
弓
道
場

結
　
果
▼
準
優
勝　

片
岡
佑
香

期
　
日
▼
６
月
５
日

場
　
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

サ
ッ
カ
ー
部
（
Ｕ
ー
10
）

期
　
日
▼
７
月
５
日

場
　
所
▼
岩
国
市
美
和
町
黒
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

23

第
　
回
中
国
高
等
学
校
弓
道
選
手
権
大
会

麻
里
布
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

第
2
回
美
川
ク
ラ
ブ
杯

少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

開
放
日
▼
８
月
27
日
ま
で

　
　
　
　

（
８
月
13
日
〜
15
日
は
閉
鎖
）

開
放
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

《
各
プ
ー
ル
で
の
注
意
事
項
》

◆
町
民
プ
ー
ル

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
、
各
自
で
自
分
の
子
ど
も
を
管

理
、
監
督
し
て
く
だ
さ

い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場

合
、
小
学
校
２
年
生
ま

で
子
ど
も
の
入
場
は
で

き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の

は
ず
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の

使
用
は
可
能
で
す
が
、

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー

ト
な
ど
他
の
人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
〜
一
般

の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
小

学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
護
者
が
一
緒

に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

・
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳
用
の
帽
子

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
河
川
プ
ー
ル
（
瀬
田
・
関
ヶ
浜
）

・
悪
天
候
の
場
合
、
水
質
が
悪
化
し
た
場
合

等
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
場
合
は
、
急
に
閉

鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
共
通
注
意
事
項
》

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
利
用
者
に

迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
行
為
を
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
一
般
通
念
上
い
け
な
い
と
思
わ

れ
る
行
為
を
さ
れ
た

場
合
は
、
今
後
の
利

用
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（　

52
ー
２
８
１
１
）

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

54
第
　
回
河
内
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

33
期
　
日
▼
７
月
17
日

場
　
所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

9



入場券 
好評発売中！！
入場券 

好評発売中！！ 入場券 
好評発売中！！
入場券 

好評発売中！！

期　間　
８月２１日（日）まで
１０時～１８時
場　所　和木美術館
入場料　無料
内　容　化石や模型、３Ｄで見られる恐竜の絵や画

像などを展示しています。
　　　　●体験イベント（参加料：５００円）
　　　　　①化石発掘体験　８月６日（土）
　　　　　②恐竜フィギュア工作　８月２１日（日）
問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

日　時　８月２８日（日）
　　　　開場：１３時３０分
　　　　開演：１４時
会　場　文化会館
入場券　１，５００円（全席指定）
販売箇所　文化会館

総合コミュニティセンター
※良い席（残りわずか）はお早めにお買い求めください。
問合せ　総合コミュニティセンター（☎５２－２１９１）

日　時　８月６日（土）
　　　　開場：13時30分
　　　　開演：14時
場　所　文化会館
入場料　全席自由
　　　　一般  １，０００円（当日券：１，５００円）
　　　　高校生以下  ５００円（当日券：７００円）
販売箇所　文化会館
　　　　　総合コミュニティセンター
※この公演の入場料は、宝くじ助成により特別料金に
なっています。
※３歳未満のお子さまの入場はご遠慮ください。
問合せ　教育委員会（☎53－3123）

和木美術館にて
好評開催中！
和木美術館にて
好評開催中！

日　　時　１２月１７日（土）　開演：１８時
場　　所　文化会館
ジャンル　☆器楽（ピアノ・木管楽器・金管楽器・

弦楽器など）
　　　　　☆声楽（ソロ・コーラスなど）
演奏時間　７分以内
募集組数　１５組（応募多数の場合は選考させてい

ただく場合があります。）
応募期間　９月１日（木）～１５日（木）　必着
申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参、

ＦＡＸまたは郵送によりお申込みください。
※募集要項、申込用紙は総合コミュニティセンター
にあります。
問 合 せ　
総合コミュニティセンター
（☎５２－２１９１）
（　５２－５２００）

WAKIコ
ンサート‘

11

参加者募集！

「届けよう　心のハーモニー」

　アニソン界の帝王・水木一郎と女王・堀江美都子の
BIG２が集結！！

テーマ

10



本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

山口国体和木町実行委員会事務局

銃 剣 道 競 技 会

募集対象
【標語（メッセージ）の部】
・全町民、小・中学生は全児童生徒
募集期間　
８月１日（月）～２２日（月）
応募方法　
応募用紙に一人一作品
※小・中学生は学校で配布
※一般の方は、教育委員会、総合
コミュニティセンターで配布

提 出 先　
小・中学校または教育委員会
作品審査　
９月末
表 　 彰　
各部門優秀作品に賞状と副賞
※優秀作品は広報にて紹介

　和木町がお世話になる第１中隊をはじめ、第１７普通科連隊の皆さん
は、東日本大震災後、直ちに現地（福島県）に災害派遣され、３ヵ月間
にわたって行方不明者の捜索活動やがれきの撤去等の復旧活動にあたら
れました。
　また、銃剣道競技の選手の多くが自衛官ということもあり、１０月に
和木町に来られる選手の多くも、それぞれの部隊で捜索や復旧活動等
にあたられているとのことです。
　こうした、国難とでもいうべき大災害の復旧活動等に、それぞれのお
立場で尽力されている多くの方々への感謝の気持ちを和木町からも発信
していくため、メッセージを右記の要領で募集します。

　７月１５日、陸上自衛隊山口駐屯地において、山口国体で競技運営の
協力を得るため、協定締結及び覚書交換式が行われました。
　まず、山口県と第１７普通科連隊との協定締結を行い、和木町も第１７
普通科連隊第１中隊との覚書交換を行いました。
　自衛隊の皆さんの協力を得ながら、競技会の成功に向けて準備を進め
ていきたいと思います。

　１０月７日、銃剣道競技会
初日の開始式の前に、公開演
技として、和木小の１年生全
員が、ちょるるダンスを披露
する予定になっています。そ
の際、使用するお面を中学校
美術部の皆さんが作ってくれ
ました。
 この作品をかぶった和木小
１年生による、ちょるるダン
スにご期待ください。 リハーサル大会時の打ち合わせの様子

和木小１年生がんばれ！

がれきの撤去活動 行方不明者の捜索活動

協定締結及び覚書交換式

握手を交わす岡本第１中隊長と古木町長
（左は森下第17普通科連隊長）

東日本大震災復興支援に携わる方々に感謝と応援のメッセージを！

第66回国民体育大会

協定締結及び覚書交換式

和木町和木２丁目１－１
教育委員会内
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④和木町の魅力

保育時間：８時30分～17時15分
　保育時間は８時間を原則としていますが、保護
者の方の勤務時間等に応じて、７時30分から18時
までの保育を受け付けています。
保育料：近隣市町村に比べて低く設定してあり、
加えて給食費相当額１ヵ月３，０００円程度の減額
をしています。
経営方針：乳幼児個々の健やかな成長のために、
ひとりひとりを大切にした保育に努めます。
　保護者の皆さまから安心してお子さまを託して
いただけるよう、また、子育てにも楽しみや喜び
を感じていただけるよう、保育所と保護者の皆さ
まとの連携をはかっています。
　食物アレルギーに対する、給食の相談に応じて
います。

　平成18年４月、和木保育所２階に子育て支援セン
ターを開設しました。毎週火曜日、金曜日の９時30分か
ら15時にご利用いただけます。安心して乳幼児が遊べ
る場、子育てについて悩みや不安を相談できる場として、
ご利用いただいています。年間を通して、毎月誕生会や
季節を感じる行事等も行っています。
　役場住民サービス課、保健相談センター、保育所に
おいて、随時、登録を受け付けています。

　在宅の心身障害児の福祉の増進をはかるため、児童
福祉年金を支給します。
支給対象者：在宅で身体障害者手帳３級以上または療
育手帳Ａ・Ｂの20歳未満の児童を監護する人

　色覚障害児童に対し扶助料を支給することで、児童
福祉の増進をはかっています。
支給対象者：小学校児童・中学校生徒で色覚に障害が
あると医師が認めた人

育て支援センター木保育所

【子育て応援に関する施策】

童福祉年金

覚障害児扶助料

問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

地域包括支援センターのお仕事【介護予防～認知症の予防～】

　病気の予防は、健康診断で早期発見、生活
習慣の改善、早期治療が大切です。
　認知症については、はっきりした原因がわ
かっていませんが、やはり、脳の機能低下に気づ
き（早期発見）、脳を活性化する
生活を心がけることで（生活習慣
の改善）、認知症の発症を遅らせ
ることが可能です。

期　日　８月３０日（火）
【日程】
９：００～  ９：３０　受付
９：３０～１０：３０　「ファイブ・コグ」スクリーンに映し出さ

れた画面を見ながら問題を解く、脳の機
能の元気度を見るテストの実施

１０：４０～１１：２０　「認知症サポーター講習会」
（和木町キャラバンメイト）

１１：２０～１２：００　「脳の活性化ゲーム」
講　師　㈱ウェルウェル
場　所　総合コミュニティセンター３階集会室
申込み・問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）
※８月１９日までにお申込みください。先着５０名とさせてい
ただきます。
※ファイブ・コグは、認知症を診断するものではありません。
脳の機能を客観的にみて、生活習慣の改善の参考にしていた
だくものです。

介護予防講座

「脳の元気度チェック！と脳の活性化」
　　　　　　  ＆「認知症サポーター講習会」 認知症は予防できますか？
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
８
月
18
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

精
神
保
健
相
談

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

日　

時
▼
８
月
16
日
㈫
　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
白
木
健
太
朗
弁
護
士

受　

付
▼
８
月
12
日
㈮
ま
で
（
先
着
５
名
）

お
願
い
▼

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

日　

時
▼
９
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
の
期
間
で

相
談
者
が
希
望
す
る
日
時
（
原
則
平
日
）

対
象
者
▼
高
齢
者
、
障
害
者
及
び
こ
れ
ら
の

方
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、
福
祉
関
係
者
、

一
般
市
民

相
談
内
容
▼
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談

相
談
方
法
▼
山
口
県
内
の
希
望
す
る
場
所
に

お
い
て
当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
（
家
庭
裁
判

所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書
士
）
が
訪
問
し
、

相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
方
法
▼
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
、
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼
８
月
22
日
㈪
〜
９
月
22
日

㈭予
約
・
問
合
せ
▼
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口

相
談
予
約
係

（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
５
２
２
０
）

（
　

０
８
３
ー
９
２
１
ー
０
４
７
５
）

精
神
保
健
相
談

人
権
擁
護
委
員
制
度

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

町
内
無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

13

日　

時
▼
９
月
５
日
㈪
　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館
　

講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

賃
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

日　

時
▼
９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
防
府
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト

講　

演
▼「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」

講　

師
▼
中
村
純
氏（
産
業
医
科
大
学
教
授
）

そ
の
他
▼
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
合
せ
▼
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
５
ー
27
ー
３
４
８
０
）

　

こ
の
制
度
は
、
良
質
な
住
宅
の
建
設
の
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
し
た

方
、
ま
た
は
建
設
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入

し
た
方
で
、
そ
の
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら

借
り
入
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
借
入
額
に

対
す
る
利
子
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
つ
い

て
、
町
が
補
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
基
準
▼
人
の
居
住

用
床
面
積
が
60
㎡
以
上
あ
る
こ
と
。

補
助
額
及
び
補
助
期
間
▼
新
築
住
宅
の
建
設

ま
た
は
購
入
に
要
し
た
費
用
に
対
す
る
償
還

金
の
う
ち
、
利
子
に
相
当
す
る
額
（
年
額
上

限
６
万
円
）
を
居
住
を
開
始
し
た
月
か
ら
60

ヵ
月
間
補
助
し
ま
す
。

※
居
住
開
始
後
に
、
償
還
を
開
始
し
た
場
合

は
、
償
還
を
開
始
し
た
月
か
ら
60
ヵ
月
間

に
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
居
住
開
始
か
ら
２
ヵ
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
役
場
都
市
建
設
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52
ー
２
１
９
７　

内
線
４
１
４
）

線
4
本

波
線
3
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
設
人
権
相
談
所

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度



　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼

●
甲
種
：
９
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
乙
種
：
９
月
29
日
㈭ 

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定　

員
▼
80
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
４
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間
▼
９
月
１
日
㈭
〜
９
日
㈮

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た

は
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

試
験
日
▼
11
月
20
日
㈰

受
付
期
間
▼

■
書
面
申
請
：
９
月
２
日
㈮
〜
16
日
㈮

■
電
子
申
請
：
８
月
30
日
㈫
〜
９
月
13
日
㈫

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要
書
類

等
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
準
備
講
習

対　

象
▼
乙
種
第
４
類
受
験
者

期　

日
▼
10
月
25
日
㈫
、
26
日
㈬

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
　

３
階
講
堂

受
講
申
請
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消

防
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
て
、
受
講
料
を
添
え
岩
国
地
区

防
災
協
会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

日　

時
▼
８
月
25
日
㈭

①
受
　

付
：
10
時
〜

　

説
明
会
：
10
時
30
分
〜
12
時

②
受
　

付
：
13
時
〜

　

説
明
会
：
13
時
30
分
〜
15
時

場　

所
▼

●
岩
国
市
役
所
４
階
会
議
室

●
玖
珂
公
民
館
３
階
会
議
室

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

採
用
種
目
▼

①
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

②
一
般
曹
候
補
生
（
陸
海
空
）

③
自
衛
官
候
補
生
（
陸
海
空
）

受
験
資
格
▼

①
：
高
卒
（
見
込
を
含
む
）
21
歳
未
満

②
③
：
18
歳
以
上
27
歳
未
満

一
次
試
験
日
▼

①
：
９
月
23
日
㈮

②
及
び
③
の
男
子
：
９
月
17
日
㈯

③
の
女
子
：
９
月
25
日
㈰
、
26
日
㈪
の
い
ず

れ
か

申
込
期
限
▼
９
月
９
日
㈮
ま
で

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど
も
安
心
医
療
費

助
成
制
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

14

防
火
管
理
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

パ
イ
ロ
ッ
ト
、陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

海
上
自
衛
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

岩
国
航
空
基
地
祭

●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
▼
９
月
17
日
㈯

　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

内　

容
▼
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
（
入
場
券
が
必
要
）

●
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
祭

日　

時
▼
９
月
18
日
㈰
　

９
時
〜
16
時

場　

所
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

内　

容
▼
航
空
機
の
体
験
搭
乗
（
搭
乗
券
が

必
要
）、
航
空
機
の
展
示
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
体
験
等

【
入
場
券
・
搭
乗
券
の
申
込
方
法
等
】

申
込
方
法
▼

・
往
復
は
が
き
に
１
名
ま
た
は
２
名
ま
で
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
入

場
券
・
搭
乗
券
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人

様
１
枚
限
り
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
搭
乗
券
の
申
込
み
に
際
し
て
は
、
希
望
機

種
（
飛
行
艇
ま
た
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
を

記
入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

体
験
搭
乗
の
対
象
は
、
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）
で
す
。

応
募
先
▼

〒
７
４
０
ー
８
５
５
５

山
口
県
岩
国
市
三
角
町
２
丁
目

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
「
体
験
搭
乗
」

ま
た
は
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

応
募
期
限
▼
８
月
31
日
㈬
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
広
報

室
（
☎
22
ー
３
１
８
１
　

内
線
６
２
３
２
）

参
加
資
格
▼
和
木
町
と
岩
国
市
の
小
学
生

内　

容
▼
海
、
港
、
船

期　

間
▼
夏
休
み
中

作
品
規
格
▼

●
画
用
紙
：
四
つ
切
（
54
㎝
×
38
㎝
）

●
材
　

料
：
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
え
ん

ぴ
つ

締　

切
▼
９
月
２
日
㈮

提
出
先
▼
夏
休
み
の
宿
題
と
一
緒
に
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
作
品
の
う
ら
に
、
名
前
、
学
校

名
、
学
年
、
組
、
「
み
な
と
い
わ
く
に
２
０

０
写
生
大
会
」
と
書
い
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
事
務
局

（
岩
国
市
水
産
振
興
課
内
）

（
☎
29
ー
５
１
１
８
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

旅
行
期
間
▼

10
月
20
日
㈭
〜
22
日
㈯

旅
行
代
金
▼

７
８
，
０
０
０
円
〜

募
集
人
員
▼

６
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

ひ
ろ
で
ん
中
国
新
聞
旅
行

（
☎
０
８
２
ー
５
１
２
ー
１
０
１
０
）

小
学
生
夏
休
み
写
生
大
会

小
学
生
夏
休
み
写
生
大
会

岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
ク
ル
ー
ズ

世
界
を
巡
る
豪
華
客
船

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」で
行
く

奄
美
大
島
ク
ル
ー
ズ
３
日
間

国
保
被
保
険
者
の
方
へ



　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請

者
及
び
世
帯
主
、
配
偶
者
の
所
得
が
審
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

失
業
に
伴
う
退
職
を
し
た
場
合
は
、「
特

例
免
除
」
と
い
っ
て
、
退
職
し
た
配
偶
者
ま

た
は
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
る
の
で
、
所
得
制
限
額
が
低
く
な

り
ま
す
。

特
例
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類

・
公
的
機
関
の
失
業
証
明
書
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
喪
失
確
認
通
知
、
離
職
票
、
雇
用

保
険
資
格
者
証
な
ど
退
職
し
た
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の

・
印
か
ん

問
合
せ
▼

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

日　

時
▼
９
月
１
日
㈭
　

９
時
〜
15
時

場　

所
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

相
談
内
容
▼
土
地（
分
筆
・
合
筆
、地
目
変
更
、

土
地
の
面
積
等
の
更
正
、
土
地
の
境
界
に
つ

い
て
）、
建
物
（
新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
・

分
割
・
区
分
等
）

相
談
員
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

問
合
せ
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
５
９
７
５
）

　

日
常
の
災
害
時
は
も
ち

ろ
ん
、
大
地
震
な
ど
の
大

災
害
時
に
は
、
消
防
団
の

果
た
す
役
割
は
特
に
大
き

く
、
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
そ
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
若
い
皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参

加
が
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
意
志
が
強
く
体
が
丈
夫
な
方

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ
れ
る
と

と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場

合
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
５
年

以
上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報

奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負
傷

に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り
ま

す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制

服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
　

消
防
係

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
７
）

人
権
擁
護
委
員
制
度

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

15

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

線
4
本

波
線
3
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

表
示
登
記
無
料
相
談
会

国
民
年
金
保
険
料

退
職（
失
業
）
時
の
特
例
免
除
制
度

　今年度、和木町では、町民の皆さまが、住みなれた地域でいつまでも安心して暮らしていけるよう、基本方
針となる３つの計画を策定することとしています。
　計画策定にあたり、皆さまのご意見やニーズをお聞きし、地域の課題を把握するため、アンケート調査を実
施しました。
　総計2,736通のアンケートをお送りし、1,960通（71.6％）ものご回答をいただきました。
　計画策定委員会等における貴重な資料とさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

（担当：保健福祉課）

アンケート調査へのご協力に感謝します
－ 地域福祉計画、高齢者福祉・介護保険事業計画、障害者・障害福祉計画 －

期　

日
▼
10
月
30
日
㈰

場　

所
▼
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

募
集
開
始
▼
８
月
10
日
㈬
か
ら

※

先
着
17
店
舗

出
店
料
▼
２
，
０
０
０
円

区　

画
▼
2.5
ｍ（
間
口
）×

3.0
ｍ（
奥
行
）

※

テ
ン
ト
な
し

※

１
出
店
者
、
１
区
画
と
す
る
。

申
込
み
▼
実
行
委
員
会
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

１
．
屋
外
で
の
出
店
と
な
り
ま
す
。

２
．
机
・
椅
子
・
敷
物
な
ど
の
備
品
は
出

店
者
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
雨
天
の
場
合
も
イ
ベ
ン
ト
は
開
催

し
ま
す
の
で
、
雨
対
策
は
各
自
で
講

じ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
業
者
の
方
は
お
断
り
し
ま
す
。

５
．
出
店
を
取
り
や
め
ら
れ
た
場
合
で

も
出
店
料
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

６
．
会
場
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
和
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

わ
き
愛
あ
い
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

フ
リ
�
マ
�
ケ
�
ト
出
店
者
募
集



　

和
木
町
で
は
、
役
場
開
庁
時
に
来
庁
で
き
な
い
方

で
も
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
付
予
約
を
さ

れ
る
と
、
時
間
外
に
各
種
証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
予
約
方
法
に
つ
い
て
】

●
電
話
で
予
約
す
る
場
合

　

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
に
各
担
当
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る
場
合

１
．
和
木
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
請
の
ペ
ー
ジ
に
進
み
、「
電
話
等
予
約
受
付

書
兼
申
請
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
必
要
事
項
を
記
入
し
各
担
当
課
宛
に
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
求
内
容
確
認
の
た
め
各
担
当
課
か
ら
電
話
で

ご
連
絡
し
ま
す
。
こ
の
電
話
連
絡
で
申
請
の
受
付

完
了
に
な
り
ま
す
。

【
受
取
方
法
に
つ
い
て
】

受
取
人
▼
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員

受
取
場
所
▼
役
場
宿
直
室
（
正
面
玄
関
向
か
っ
て
左

側
の
入
口
）

受
取
時
間
▼
平
日
：
17
時
15
分
〜
20
時

　
　
　
　
　

休
日
：
９
時
〜
20
時

必
要
な
も
の
▼

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
・
住
基
カ
ー
ド
等
）

・
手
数
料
（
お
釣
り
の
い
ら
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ

さ
い
。）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
受
取
る
場
合
は
印
鑑
登
録
証

・
印
か
ん 各

種
証
明
書
の
時
間
外
交
付
に
つ
い
て

住民票の写し
印鑑登録証明書
所得証明書
課税証明書
固定資産税関係証明書
納税証明書
軽自動車税納税証明書
（継続審査用）

住民サービス課
（☎５２－２１９４）

税務課
（☎５２－２１９３）

２００円
２００円
２００円
２００円
２００円
２００円

無料

受取ることができる証明書 手数料（１通） 担当課（連絡先）

　現在、児童扶養手当、特別児童扶養手当を受給
されている方は、現況届の提出が必要です。
　現況届は、毎年１回、受給者（手当の支給を受
けている方はもちろん、所得制限により手当の支
給を受けていない方も含みます。）からの届出に
もとづき、前年の所得及び受給資格について審査
するもので、この届出をしていただかないと８月
以降の手当は支給されません。
　証書及び印かんを持参のうえ、添付書類を添え
て住民サービス課へ提出してください。
●児童扶養手当
届出期間　８月３１日（水）まで
添付書類　
・世帯全員の住民票
・養育費等に関する申告書
●特別児童扶養手当
届出期間　９月９日（金）まで
※現況届を提出しないと、時効により手当を受け
る資格を失うことがあります。
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

●特定健康診査受診券をお送りしています
　保健相談センターでの集団健診を受診されなかった方に、
先月、特定健康診査受診券をお送りしています。
　和木町及び岩国市の医療機関（詳細は同封の一覧表をご
覧ください。）で受診することができます。
　年に一度の健康確認です。ぜひ受診してください。
●入院される場合は、ご連絡ください
　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される場合、交
付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適用区
分に応じた自己負担限度額までの支払いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も軽減
されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合は、必
ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡しでき
ない場合があります。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

児童扶養手当、特別児童扶養手当
現況届の提出について

児童扶養手当、特別児童扶養手当
現況届の提出について

国保被保険者の方へ

70歳未満
の方

70歳以上
の方

課税世帯

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

限度額適用認定証

限度額適用・標準負担額減額認定証

必要ありません。（高齢受給者証のみ）

限度額適用・標準負担額減額認定証
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈　町税などの納税は便利な

口座振替をご利用ください。

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

村
上　

千
穂
さ
ん
（
和
木
地
区
）

野
脇　

規
正
さ
ん
（
和
木
地
区
）

藤
井　

昭
夫
さ
ん
（
広
島
県
）

●
一
般
寄
付

坂
根　

徳
雄
さ
ん
（
和
木
地
区
）

和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
様

和
木
俳
句
教
室
句
会

展
示
会
め
で
し
人
等
に
感
謝
せ
む

　

文
化
の
町
に
お
ば
さ
ん
芸
術

短
冊
に
吾
が
拙
き
短
歌
さ
ら
さ
ら
と

　

書
き
く
れ
し
先
輩
千
の
風
と
な
り

母
の
影
残
る
芝
生
に
ひ
ざ
ま
づ
き

　

聖
地
と
な
り
し
芝
の
草
取
る

梅
雨
晴
間
久
々
に
見
る
虹
の
橋

　

き
れ
い
き
れ
い
と
見
入
る
ば
か
り

入
院
し
夫
居
ぬ
今
宵
ひ
と
り
聴
く

　

地
を
た
た
く
ご
と
梅
雨
の
雨
音

沢
風
や
テ
ラ
ス
に
独
り
夏
の
月

朝
凪
や
白
き
水
吐
く
貨
物
船

ア
カ
シ
ヤ
の
花
房
揺
れ
る
露
天
風
呂

大
蚯
蚓
の
の
字
し
の
字
に
掃
か
れ
た
り

老
ひ
て
な
ほ
団
扇
の
風
に
遊
び
を
り

夏
霧
や
バ
ス
を
丸
ご
と
包
み
こ
み

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

・
自
費
出
版
し
た
後
や
大
手
新
聞
等

に
掲
載
さ
れ
た
後
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
者
か
ら
電
話
や
Ｄ
Ｍ
が
来
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
業
者

か
ら
一
方
的
に
契
約
書
へ
の
署

名
・
捺
印
や
代
金
支
払
い
を
迫
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
「
申

し
込
む
気
が
な
い
」
と
毅
然
と
断

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

・
電
話
勧
誘
販
売
の
場
合
、
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り
無

条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
書
面
が
届
い
た
ら
早

め
に
内
容
を
確
認
し
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
電
話
が
来
た
後
に
、
自
宅
に
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
訪
問
し
て
来
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
も
し
契
約
し
た

と
し
て
も
、
家
庭
訪
問
販
売
に
な

り
ま
す
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
て
も
、
勧
誘
時
に
嘘
の
説

明
を
さ
れ
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と

信
じ
て
契
約
し
た
場
合
な
ど
は
、

契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。

【
相
　
談
】

　

趣
味
の
俳
句
を
総
括
し
な
い
か
と

電
話
で
勧
め
ら
れ
、
１
年
前
に
俳
句

集
を
自
費
出
版
し
た
。
そ
の
後
、

「
大
変
心
に
残
る
俳
句
な
の
で
ぜ
ひ

新
聞
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
」
と
電
話

が
来
た
。
ほ
め
ら
れ
て
悪
い
気
が
せ

ず
、
掲
載
料
24
万
円
で
５
句
掲
載
し

た
。
す
る
と
ま
た
電
話
が
来
て
、

「
ま
だ
ま
だ
す
ば
ら
し
い
作
品
が
あ

る
。
ぜ
ひ
以
前
の
倍
の
紙
面
に
掲
載

を
」
と
言
わ
れ
、
48
万
円
の
契
約
を

承
諾
し
た
。
ほ
か
の
業
者
と
も
契
約

し
、
掲
載
料
の
請
求
書
が
た
く
さ
ん

来
て
い
て
支
払
い
が
で
き
な
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
高
齢
者
が
狙
わ
れ
ま
す
！

・「
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
ね
」「
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

掲
載
し
た
い
」
な
ど
短
歌
・
俳

句
・
絵
な
ど
の
作
品
を
ほ
め
あ

げ
、
高
齢
者
の
自
尊
心
を
く
す
ぐ

る
販
売
方
法
で
す
。

今月の納税

問合せ ▼税務課（

２期分
８月分
２期分
２期分
２期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

町県民税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 74

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
7
月
句
会
）

神
園　

静
美

大
野　

千
尋

横
川
美
代
子

広
宇
次
信
子

藤
上　

紀
子

み
み
ず

う
　
た

ひ
　
と

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
わ
き
７
月
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
た「
岩
国
港
築
港
２
０
０
年
記
念
事

業
」の「
帆
船『
日
本
丸
』歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

（
７
月
22
日
）」の
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。「
11
時
〜
」と
記
載
し
て
お
り
ま
し

た
が
、正
し
く
は「
10
時
30
分
〜
」で
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。訂
正

し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

17



　本年５月１３日に実施した「ごみ質分析調査」のごみの３成分の調査結果です。
　昨年の調査結果に比べ、水分の比率が改善されています。水分は、生ごみに含まれるものがほとん
どであると推測されます。生ごみを捨てる前にしっかりと水切りをしていただくよう、引き続きご協
力をお願いいたします。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

ごみ質分析調査の結果
成　分

比率（％）

（前年度比率）

44.6

49.7

3.8

4.5

51.6

45.8

水　分 灰　分 可燃物

　山口国体開催に向け、町内及び競技会場の道路周辺、競技会場等をごみ一つない状態にして、選手や応
援の皆さん、関係者の方々を気持ちよくお迎えしましょう。誰でも参加できます。
実施日時　８月２８日（日）小雨決行
開始時間　８時３０分
清掃場所　中学校体育館周辺、美術館前広場、文化会館周辺及び駐車場、体育センター周辺及び駐車場、

上記場所に接する歩道
※徒歩で参加される方は、自宅からごみを拾いながら清掃場所に集まってください。（ごみ袋の指定はし
ません。）
※軍手、ほうきなどは各自でご用意ください。
※車でのご来場は控えていただきますようお願いします。
閉 会 式　９時～
場　　所　体育センター前駐車場
協力団体　自治会連合会環境衛生部会、老人クラブ連合会、婦人会、幼小中PTA連合会、快適環境まち

づくり町民会議、子ども会育成連絡協議会、国体ボランティア登録者
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

■関ヶ浜（行き）

■瀬田（行き）

■関ヶ浜（帰り）

■瀬田（帰り）

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
時
間

場所
時間

役　場
7：55

宗永寺
8：10

消防車庫
8：15

体育センター
8：25

役　場
7：30

大谷集会所
7：45

大谷集会所
10：10

瀬田分館
7：55

瀬田分館
10：00

蜂ヶ峯集会所
8：15

蜂ヶ峯集会所
9：50

拓和土木
8：20

拓和土木
9：40

体育センター
8：25

つつじヶ丘集会所
8：05

つつじヶ丘集会所
9：45

体育センター
9：35

消防車庫
9：45

宗永寺
9：50

体育センター
9：35

場所
時間

場所
時間

場所
時間

ちょるる
グッズが

もらえる
よ！
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男　3,292人
（－1）

女　3,292人
（±0）

平成23年7月1日現在
総人口　6,584人

世帯数　2,759世帯

和木町の面積　10.56km

（－1）

（－1）

0 4
15

66
90

137
188

177
199

196

205

188
196

134
138

171
165

184

240

157

205
237

4
20

50
86

124
162
148

264
257

177

209
242

215
234
224

196
195
179

155

151

試験職種　
　事務職・・・・・・・・・・・若干名
　保育士（幼稚園教諭）・・・・若干名
受験資格　
●事務職
　昭和５８年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上
の学校を卒業した方、または来年３月卒業見込みの方。
和木町内に居住している方、または居住予定の方。
●保育士（幼稚園教諭）
　昭和５８年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格及
び幼稚園教諭二種以上の免許を取得している方、または
来年３月までに取得見込みの方。
第１次試験　９月１８日（日）
受付期間　８月８日（月）まで
採用予定日　平成２４年４月１日
問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６　内線３０６）
※募集要項を、企画総務課（役場２階）で用意していま
す。また、募集要項は、町ホームページ（http://www.
　town.waki.lg.jp）にも掲載しています。

●上級救命講習会
開 催 日　９月１０日（土）
会　　場　消防本部講堂（３階）
受講時間　８時間
受 講 料　無料
募集人員　３５名
　　　　　※定員になり次第、募集を終了します。
受　　付　８月１５日から消防本部警防課で受け付けます。
●ＡＥＤが導入された救命講習会
開 催 日　上級を除き随時受付中
受講時間　普通Ⅰ：３時間
　　　　　普通Ⅱ：４時間
　　　　　上　級：８時間
受 講 料　無料
※いずれの講習会も消防長があなたの救命技術を認定す
る、講習修了証を交付します。
問 合 せ　岩国地区消防組合（☎２２－１３２１）

　原爆死没者及び第二次世界大戦死没者のご冥福と世界
恒久平和の確立を祈念するために、家庭や職場などで次
の日時に１分間の黙とうを捧げましょう。
◆広島原爆投下時刻
　８月６日（土）　８時１５分
◆長崎原爆投下時刻
　８月９日（火）　１１時２分
◆終戦記念日
　８月１５日（月）　正午
　サイレンを吹鳴します。 皆さまのご理解とご協力を
お願いします。

　和木町コミュニティバスをより多くの町民にご利用し
ていただくために、今年度時刻表の改正を予定しており
ます。
　時刻表の作成にご協力していただける方を５～８名程
度募集いたします。
　会議は、９月から月１～２回程度開催し３月までを予
定しております。
　ご協力いただける方は、８月２５日（木）までに下記ま
で氏名、住所、連絡先を連絡していただきますようお願
いします。
問合せ　企画総務課　財政係（☎５２－２１３６）

９月９日は救急の日９月９日は救急の日
「９月４日～１０日」は救急医療週間

救急車が来る前に！
あなたによる救命手当が、尊い命を救います。

黙とうのお願い 和木町コミュニティバス
検討委員を募集


	hyoshi
	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	ura

